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ないしまい なおらい



今月の付録
里ことば の ひみつ ～ 里村の暮らしをひもとく ～ （その３）

かねつきば ひーら こづき まわ ふとい

イチノダンに鐘突場んあって、朝晩は六つ 昼ぁ十二、鐘突きゃぁ 役場ん小使ゃぁの仕事やったとよ。高さが１メートルばっかい、周いは 一人で
かかえきらんしこの鐘やったぁ。 戦争中 鐘ゃぁ 供出されて、サイレンに 変わったちゃいたぁ。

【通称 ドン と呼ばれる鐘】
大正九年十月三十日 教育勅語三十年紀念 里村青年団

設立 と鐘に銘文がありました。

そこじゃぁ だいもきゃーも、ふだいか思いば したさいどぉ。んーどまぁ上級生やったでぇ、農家さみゃぁ かせーにいきゃぁ、腹いっぴゃー おなご

かせてもろぉたばって、下級生は、食うもんちゅわぁ、こまぁんかジャガイモん、二つ三ついった味噌んすいやったさいどぉ。 （薗上女子組の話）

ワシどまぁ 二年生から六年生ずい、五十人ばっかいやい申いたかも。襖ば取りいはじいて、布団ばゴツゴツにひいて、寝申すとよ。 おなご

そいで 夜なきゃぁない申すちゅうと、下級生が あっちでもこっちでも、シクシクやい申す。そんうちぃ「おっかーん」「おっかーん」て （村西女子組の話）
泣きじゃぁて、上級生は、そびゃぁいたて、なだめたいすかしたい やい申いたぁ。

ブト取いの口開けん朝ぁ、教室ぃおっても気が気でない申ぉさん。教員室で先生たちが話し合ぉておいやい申す。そんうちぃ、決まったふぅで教室ぃ来やい申す。
さー、「今日は休み」ちゅぅやい申すと、もう教室から走ぃじゃぁて、「ブドトイやいどぉ」て おらびおらび、ワガいに向きゃぁ申す。
てんぐさ

しち ふや ひ ＊明治 30年設立
ンどがん ジーサンどが とーきん、教室ゃぁ 床板も隙間だらけで ハダーシやいもんで、冬ぁ冷やこぉして 泣こぉごたったて。 旧校舎


